


































因は、版種の異同の弁別が困難という点に尽きるだろう。同一の刊記を有する版本も存在するため、一々を比較しなくては正確な結果は得られない。四書五経の類のうち、揃いでないものには、単行本か、合刻本か、また完刻された合刻本か否か、と判断を苦しめる要素が更に加わる。特に初学者向けのテキストの場合、別版も含んだ発行部数 多さによって希少性を欠き、版本としての注目度を低くしてしまっている ではあるまか。初学者用となれば内容研究の立場からの必要性も薄く、おろそ にされてきたように思う。
　本稿は、筆者が実査を行った『三字経』とその注釈書・準漢












































る。この唐本の本文末丁裏 「龍街漫士書」と 記述があるが、和刻本『三字経』の五行本 も本文末に「龍街漫士書」とあるものがある。そこで、本文末丁に「龍街漫士書」とあるのを所謂「天明七年版系統」と位置づけ 概要の把握を試みことにする。誰 書かを明記する いうことは筆跡に意味があ












漫士書」の有無に関わらず五行六字の版式を持つ和刻本は 本目録中二十七版、準漢籍は四 である。それ以外 ものは、特に別系統本の可能性を多く含むものの、単に体裁を変えただけかもしれないし、現段階で判断できるものではない。こ では、天明七年版の普及が指摘された結果、却 てその影に隠れてしまっていた別 式の和刻本『三字経』も少なからず存在し
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たことと、これらの具体的な書誌を示した。更なる版面の綿密な比較により 同版か異版かの検討をすべきことは、冒頭で述べた通りである。本目録は、文庫調査などで『三字経』に行き当たっ 時の指標となることを期して、版式 重視した分類を行ったことをここ 断っておく。加えて、異同の判別を 理由を明確にするために、各版の特徴 して文字のトメ・ハライ等からも区別でき よう明記し、特徴ごと 画像を表にして附した。
　日本人にとって、これら初学者用漢籍がいかなる場面でいか










（）鶴島俊一郎「 『三字経』の江戸期刊本について」 （ 『東洋文庫』八九号 二〇〇二 は、八種の刊本を載せるが『新鍥三字経註解』 『三字経』 『三字経訓詁解』 『三字経抄』 『三字経国字解 『官板三字経訓詁』 『三字経童子訓』 『正書三字経』と全て異なる書名であり、同名異版についての記述
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（）石川謙・石川松太郎編『日本教科書大系』往来物編 　第五巻（講談社、 九六九年） 「天明七年（一七八七）九月の日付のある序文をもつ刊本……本文一八丁、 頁に一〇句を収めてある。返り点・送りがな（片かな くわえてあるが、ふりがなはつけていない。……巻末に本文を楷書・細字で繰り返して書き、平がなによって総ふりがなしたもの」によって翻刻したとある。通行本か否か ついては言及していないが、天明七年 刊本である。
（
（）玉城要「 『三字経』訳注」 （ 『作新国文』通号十四号、二〇〇二年） 「訓読に際しては江戸天明七年（一七八七）刊行『新刻 　三字経』 （日本で刊行された中で最も普及したのがこの天明七年板系統である……）をはじめ……十一種のテキストを参考」にし、校訂した本文を用いたようである。
（














11）  三字經一卷 　　内閣（
（（（-（（ ）


























































る。本解題集で定型とする書誌事項のみでは、版の異同を判別できないものについて、特に一丁表の比較の目安となる箇所について補記する。まず、本文版面について、匡廓 界線・字数・魚尾・口の書誌 記述が複数の版本にお て同一となる
のもある。そのうち、二種類の版が確認できたものは、書誌末尾にその版の特徴を記し もう一方の版の番号を「→【○】 」のよう 載せ、参照の便をはかった。
　また、三種以上の版があるものには、解題目録の後に版式ご
とに画像を入れた表を附した。この表には各版における文字の特徴を明確にするために、それぞれの特徴を表す語（トメ・ハネ等）や記号を添えた。なお 冒頭の丸数字は、掲出順 附したものである。
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ａ）書名は第一巻冒頭の題名（❹）によるが、無い場合は版心（❺） 、封面（❷）の順によって定め、附録があれば「附○○」の形で示した。和刻本『三字経』には、本書のように附録として「三字経」を再び載せる例が多く見られるが、本 と異なる点を〔 　〕に附した。所蔵機関の略号 ついては、凡例末尾に一覧を載せた。また、各館整理番号を載せたが、整理番号未定のものは「假」の字を加えて筆者が適宜つけた番号を残した。ｂ）編著者名には本姓名をとる 本名不明のも はその限りでなく、また邦人の号は「 （ 　） 内に付記し、末尾 編著関係を示す語（撰・注・書など）を示し 。 『三字経』は王応麟の撰とされるが、当該書に王応麟（伯厚）の名の無い場合 載せなかった。なお、唐人を挙げる場合は王朝名を冠出版事項の地域名は国名・県名までとし、人名は代表者一 とする。
冊数は、完本の場合に「全」の字を冒頭につけた。ｃ）第一巻一丁目 表（❹）により、匡廓の形態と匡廓内の寸法、界線の有無 魚尾と口、訓点を記す。ｄ）掲載順に、当該書の著録内容を列記する 「 　」内に巻首題を載せるが、無ければ「○○（版心） 」のように括弧内に依拠した箇所を示す。また内容から判断した場合は単に（序）のように表す。巻首は記事通り、そ 他は出版年代と撰者名 記す。能書家などの筆者名 明らかな場合は内容 記の後 載せ、例に「末有「龍街漫士書」 」とあるのがそれである。ｅ）封面（❷）の内容 そのまま載せる。ｆ）版心（❺）のうち、標題の箇所のみを り、他 略す。ｇ）題簽（❶）の内容をそのまま 。ｈ）奥付（❿）の内容をそのまま載せる。編著出版者に附帯された地名は適宜載せるが、国名・県名に統一す 但し 「東京府士族」 「埼玉県平民」等の記載がある明治期の出版物はそちらのみを載せ、別に住所等記載があっても省略する。ｉ）特記事項について載せる。例では、刊記（❽）と書肆宣伝文（❾ が該当する。但し、出版に関わる考察等は 次項 蔵書印の後に載せた。ｊ）蔵書印があれば「鈐有」としてそれを示し 無ければ「無印」とする。
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單邊縱十八・九橫十三・三有界四行六字 　無魚尾白口 　送﨤縱點首「三字經（封面） 」封面「王伯厚先生纂／三字經／玉山堂」版心題なし題簽「三字經 　
全
」






單邊縱十八・七橫十三・二有界四行六字 　無魚尾白口 　送﨤縱點首「三字經（版心） 」封面「王伯厚先生纂／三字經／東都玉山堂梓」版心題「三字經」題簽「三字經 　
全
」


























首「三字經」封面「明治壬申新刻／弎字經／都城縣小學館版心題「三字經」題簽位置に 弎 　都城縣小學館」との書付あり。鈐有「東書／文庫」【８】●三字經一卷 　附三字經〔傍訓〕 　　國會（特
（（-1（（ ）
淸羅浮山閱 　高田義甫句讀 　明治五年緖言香芸堂刊本東京恊力舍藏版 　
全一册
單邊縱十八・五橫十一・四無界四行六字 　單魚尾白口 　﨤四聲點首壬申（明治五年）羅浮山（題字） 　次明治五年芳波逸人「緖言」 　
次
「三字經」末有「東園靑木臧書」 　次「三字經」 （八行
十二字 　傍訓）末題「三字經終」封面「羅浮山雪谷閱／高田義甫句讀／唐音三字經／墨水 　恊力舍藏」版心題「三字經」題簽「唐音三字經 　完末丁表に 〈官／許〉鐵線書屋藏版〈 氏／藏版記〉／書肆
　香芸堂發兌」との刊記あり。










首「三字經」末題「三字經終」封面「 〈改／點〉三字經 　全／米山堂」版心題「三字經」 　版心下部に「沖學校」とあり。
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終」版心題「三字經」題簽位置に 新鍥三字經註解」との墨書あり。末丁裏に「明曆四戊戌歳／三條通菱屋町／婦屋林傳左衞門」との木記あり。鈐有「玉川／學園／圖書」 「玉川圖書」 「南宗 宮□（圓印）●同 　　内閣（
（（（-（（ ）
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卷菱潭書 　附錄潭舟釣書 　明治七年東京鈴木忠藏刊本書學敎館藏版 　
全一册





































内田嘉一（晉齋）書 　釋文靑木理中（東園）書 　明治七年萬蘊堂刊本 　
全一册
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●同 　　都立中央（特
（（（（ ）
































































































































































































































































































































































































— 204 — 
和刻本『三字経』目録解題
和刻本『三字経』目録解題
— 205 —
日本漢文学研究４
